
チュータリング実施計画書
チュータリングを正式に開始する前に、上長や教育訓練責任者に計画書を提出する場合にご使用いただけます。
(ヒアリングシートを作成した場合には,それらの情報を元に作成してください)

チューティー：所属　　　　　氏名
チューター：所属　　　　　氏名
1. チュータリング計画
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	チュータリングの目的
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	チュータリングの目標
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	チュータリングで必ず達成したいこと
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	チュータリングにおいて副次的に期待する事項
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	チュータリングで活用できる資源など
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	チュータリング実施時の制約条件
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	チュータリングの主要なリスク（不確実性）
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	概算・エフォート（時間数）
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	利害関係者（ステークホルダー）
	



2. チュータリング実施予定
	回
	内容
	成果物
	実施日
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チューティー：所属　　　　　氏名
チューター：所属　　　　　氏名
3. チュータリング計画
	1
	チュータリングの目的
	フルプロトコールの作成において、効率的なスケジュール管理が行えるようになる

	2
	チュータリングの目標
	▪フルプロトコールの作成が期間内に完了し倫理審査委員会に期日どおり資料を提出する。
▪研究責任者から支援業務について肯定的な評価を得る
▪必須文書の8割以上が納期達成
▪必須文書に関する品質管理上の問題は指摘されない

	3
	チュータリングで必ず達成したいこと
	▪フルプロトコール作成に必要なタスクをもれなくピックアップして可視化する方法をマスターする
▪タスクの順序関係を明らかにしたスケジュールを作成できるようになる
▪スケジュールに影響を与えるリスクを分析してその対策を実行できるようになる

	4
	チュータリングにおいて副次的に期待する事項
	本施設におけるプロトコール作成のガイダンスを作成する

	5
	チュータリングで活用できる資源など
	外部の勉強会や研修に、月2 、3時間であれば参加できる

	6
	チュータリング実施時の制約条件
	▪実施が可能な時間は水曜日の3時から5時の間に限られる
▪超過勤務時間内は実施ができない
▪チュータリングに使える時間は、月に2回、合計で６時間以内

	7
	チュータリングの主要なリスク（不確実性）
	緊急の打ち合わせ等のために水曜日の3時から5時の間に実施できなくなる可能性がある

	8
	概算・エフォート（時間数）
	０円、ただし公費による図書の購入費用は認められる

	11
	利害関係者（ステークホルダー）
	▪研究責任者、分担研究者、プロジェクトチームメンバー、非臨床研究専門家、臨床研究専門家、IRB委員etc.



4. チュータリング実施予定
	回
	内容
	成果物
	実施日

	1
	スケジュール案の検討
	ガントチャート（ドラフト）
	5月　30日

	2
	スケジュール案に対するフィードバックの検討・反映
	ガントチャート（承認版）
	6月　30日

	3
	スケジュール管理の効果性検討（振り返り）
	振り返りシート、改善案
	8月　30日

	4
	スケジュール管理手順の改訂
	改訂スケジュールマネジメント手順書
	9月　30日
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